
練習問題
パウリX基底ベクトルを次で与える。
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パウリ Y 基底ベクトルを次で与える。
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パウリZ基底ベクトルを次で与える。
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また、今、1-qubitの量子状態が以下で与えられているとする。

|ψ⟩ = α|0⟩+ β|1⟩, |α|2 + |β|2 = 1 (4)

1. 密度行列 ρ = |ψ⟩⟨ψ|、および、射影演算子 ΠZ
+ = |0⟩⟨0|、ΠZ

− = |1⟩⟨1|を考える。
Tr{ΠZ

+ρ}、Tr{ΠZ
−ρ}を求めなさい。

2. 射影演算子 ΠX
+ = |+⟩⟨+|、ΠX

− = |−⟩⟨−|を考える。Tr{ΠX
+ρ}、Tr{ΠX

−ρ}を求めな
さい。

3. 射影演算子 ΠY
+ = |i⟩⟨i|、ΠY

− = | − i⟩⟨−i|を考える。Tr{ΠY
+ρ}、Tr{ΠY

−ρ}を求めな
さい。

4. 任意の 1-qubit状態 |ψ⟩、|ϕ⟩を考える。密度行列 ρ = |ψ⟩⟨ψ|、および、射影演算子
Π = |ϕ⟩⟨ϕ|を定義する。このとき、Tr{Πρ} はどのような意味を持つ物理量か答え
なさい。
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